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岩
沼
市
指
定
文
化
財
で
あ
る
竹
駒
神
社

向
唐
門
は
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の

建
築
か
ら
約
百
六
十
年
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
現
在
解
体
修
理

を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
解
体
修
復
工
事
に
先
立
ち
、
岩
沼

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
十
九
年
八
月
に

試
掘
調
査
を
実
施
し
、
十
一
月
二
日
か
ら

十
二
月
八
日
に
か
け
て
、
記
録
保
存
の
た

め
の
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
向
唐
門
を
作
っ
た
時
期
の
調
査
で
は
、

門
の
柱
が
沈
み
込
ま
な
い
よ
う
に
、
基
礎

固
め
と
し
て
長
さ
一
ｍ
、
深
さ
が
一
・
七

ｍ
ほ
ど
の
穴
を
掘
っ
て
、
そ
の
中
に
石
材

や
形
状
な
ど
様
々
な
石
（
根
石
）
を
詰
め
込

ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
向
唐
門
が
作
ら
れ
る
以
前
（
一
七
～
一

八
世
紀
代
）
は
、
幅
二
・
一
ｍ
の
旧
参
道
跡

と
、
そ
の
両
脇
で
は

小
規
模
な
建
物
が
建

ち
並
ん
で
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
神
事
に
用
い

た
と
考
え
ら
れ
る
ア

ワ
ビ
貝
が
松
葉
の
よ

う
な
も
の
と
一
緒
に

埋
め
ら
れ
て
い
る
も

の
も
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

　向唐門が作られる前の古い参道跡

　向唐門が建てられる前の遺構から出土した遺物

　
向
唐
門
礎
石
下
部
の
根
石
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岩
沼
市
文
化
財
保
護
委
員
長 

千
葉
　
宗
久 

い

　

の

う
　

た

だ
　

た

か

伊能大図「仙台」部分

岩沼の町の拡大図

　
江
戸
時
代
後
期
、
十
七
年
間
に
わ
た
っ

て
日
本
全
土
を
歩
い
て
実
測
し
た
人
物
が

伊
能
忠
敬
で
あ
り
、
そ
の
集
大
成
と
い
え

る
日
本
初
の
実
測
地
図
が
『
大
日
本
沿
海

輿
地
全
図
』
で
あ
る
。

　
こ
の
忠
敬
と
測
量
隊
は
実
測
旅
行
で
岩

沼
を
何
度
か
通
過
し
て
い
る
。

　
大
図「
仙
台
」の
岩
沼
に
焦
点
を
当
て
て
、

測
量
線
を
北
か
ら
南
方
に
た
ど
っ
て
み
る

と
、
増
田
方
面
か
ら
南
下
し
て
岩
沼
の
町

に
入
っ
た
地
点
で
わ
ず
か
な
屈
曲
線
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
北
の
町
（
中
央
四
丁
目
）

に
あ
っ
た
桝
形
の
関
係
で
あ
ろ
う
。

　
枡
形
か
ら
直
線
的
に
町
の
中
を
南
に
進

む
と
、
”
や
や
西
に
湾
曲
し
た
測
量
線
“
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。
湾
曲
し
た
後
は
ま
た
直
線
的
に
南

下
し
、
安
国
寺
の
所
で
西
方
に
折
れ
曲
が

っ
て
直
進
す
る
。
そ
し
て
測
量
線
は
再
び

江
戸
橋
の
所
で
南
方
に
至
る
。

　
”
や
や
西
に
湾
曲
し
た
測
量
線
“
の
疑
問

解
決
の
ヒ
ン
ト
は
、
「
伊
能
忠
敬
の
測
量

日
記
」
に
あ
る
。
忠
敬
と
測
量
隊
は
第
一

次
と
第
二
次
の
実
測
旅
行
で
岩
沼
を
四
回

通
過
し
て
い
る
が
、
寛
政
十
二
年
（
一
八

〇
〇
）
十
月
九
日
の
日
記
に
竹
駒
神
社
参

詣
の
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
朝
よ
り
曇
晴
、
八
ツ
過
小
雨
、
夜
も

曇
天
。
朝
七
ツ
半
国
分
町
出
立
。
一
里
十

二
町
余
長
町
、
三
十
一
町
四
十
間
中
田
、

三
十
一
町
十
八
間
増
田
、
一
里
二
十
九
町

十
四
間
岩
沼
中
食
。
岩
沼
大
明
神
へ
参
詣
。

並
に
佐
原
油
屋
四
郎
兵
衛
墓
へ
立
寄
。
一

里
二
十
五
町
四
十
間
槻
木
、
一
里
十
一
町

二
十
四
間
舟
廻
へ
七
ツ
頃
着
。
止
宿
。
翌

十
日
晨
測
量
。
』

　
日
記
の
内
容
を
解
説
す
る
と
『
朝
か
ら

曇
っ
た
り
晴
れ
た
り
で
、
午
後
二
時
過
ぎ

に
小
雨
に
変
わ
り
夜
は
曇
り
だ
っ
た
。
測

量
隊
は
午
前
五
時
に
国
分
町
を
出
発
し
た
。

長
町
・
中
田
・
増
田
・
岩
沼
と
測
量
し
（
測
定

距
離
に
つ
い
て
は
省
略
）
、
岩
沼
で
昼
食

を
と
っ
た
。
岩
沼
大
明
神
に
参
詣
し
た
。

ま
た
、
佐
原
油
屋
四
郎
兵
衛
の
墓
に
立
ち

寄
っ
た
。
岩
沼
か
ら
は
槻
木
を
経
て
船
迫

に
午
後
四
時
頃
到
着
し
、
こ
こ
に
宿
泊
し

た
。
翌
日
の
十
日
早
朝
に
天
体
観
測
を
行

っ
た
。
』
と
な
る
。

　
”
や
や
西
に
湾
曲
し
た
測
量
線
“
は
、
竹

駒
神
社
と
竹
駒
寺
に
参
詣
し
た
事
が
理
由

と
考
え
ら
れ
る
。
諸
国
の
大
図
で
も
、
忠

敬
は
大
和
斑
鳩
周
辺
や
出
雲
松
江
周
辺
な

ど
の
様
々
な
神
社
・
仏
閣
に
は
わ
ざ
わ
ざ

回
り
道
し
て
も
参
詣
し
、
そ
れ
が
測
量
線

と
し
て
も
見
ら
れ
る
。
忠
敬
は
か
な
り
信

心
深
い
方
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
佐
原
油
屋
四
郎
兵
衛
な
る
人
物

に
つ
い
て
は

「
佐
原
」
と
い

う
こ
と
か
ら

忠
敬
が
婿
養

子
に
な
っ
た

下
総
国
佐
原

村
出
身
の
方

で
、
油
屋
を

生
業
と
し
た

四
郎
兵
衛
さ

ん
が
葬
ら
れ

た
寺
は
竹
駒

寺
と
想
像
さ

れ
る
。
た
だ

し
、
忠
敬
と

ど
ん
な
ご
縁

の
あ
っ
た
方

な
の
か
、
こ

の
方
の
末
裔

は
岩
沼
に
い

る
の
か
な
ど

に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
な

い
。

　
な
お
、
忠
敬
の
勤
勉
実
直
さ
は
彼
の
生

き
方
や
完
成
度
の
高
い
地
図
か
ら
も
読
み

取
れ
る
。
そ
の
一
つ
の
例
は
、
第
一
次
測

量
で
は
距
離
の
測
定
が
歩
測
だ
っ
た
た
め

に
再
度
の
測
量
を
幕
府
に
願
い
出
て
第
二

次
以
降
は
測
量
器
具
を
使
い
精
度
を
高
め

た
こ
と
で
あ
る
。

　
岩
沼
増
田
間
の
距
離
は
寛
政
十
二
年
の

往
時
に
一
里
二
十
九
町
と
測
量
し
た
が
、

復
時
に
は
一
里
二
十
九
町
十
四
間
と
十
四

間
（
約
二
十
五
ｍ
）
の
差
が
出
て
い
る
。
こ

の
十
四
間
の
差
は
一
般
人
か
ら
見
れ
ば
驚

異
の
近
似
値
と
思
う
の
だ
が
、
忠
敬
に
と

っ
て
は
歩
測
に
よ
る
距
離
測
定
を
不
満
と

感
じ
た
よ
う
で
、
こ
の
こ
と
が
第
二
次
測

量
実
施
の
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

引
用
参
考
文
献

・
仙
台
市
博
物
館
「
伊
能
忠
敬
の
日
本
地

図
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

・
ア
メ
リ
カ
伊
能
大
図
展
実
行
委
員
会「
ア

メ
リ
カ
に
あ
っ
た
伊
能
大
図
と
フ
ラ
ン

ス
の
伊
能
中
図
」

・
佐
久
間
達
夫
「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」

第
一
巻

だ
い

に

ほ
ん
え
ん
か
い

よ
　
ち
　

ぜ
ん
　

ず



［３］

 ［３］ 

岩
沼
市
文
化
財
保
護
委
員 

阿
部
　
昭
平 

　
田
村
右
京
大
夫
宗
良
は
、
寛
文
元
年
か

ら
天
和
元
年
（
一
六
六
一
～
一
六
八
一
）
ま

で
岩
沼
城
主
だ
っ
た
人
で
あ
る
。

　
田
村
家
は
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂

の
末
裔
と
い
わ
れ
、
祖
先
は
後
漢
の
霊
帝

曾
孫
阿
智
王
で
帰
化
人
で
あ
る
。

　
系
図
で
は
、
田
村
麻
呂
～
浄
野
～
内
野

～
顕
麻
呂
～
古
哲
～
と
続
き
古
く
か
ら
田

村
姓
を
称
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
一

族
は
現
在
の
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
の
付

近
に
住
み
、
特
に
義
顕
、
隆
顕
、
清
顕
の

三
代
八
十
年
は
、
戦
国
武
将
と
し
て
近
隣

に
名
を
轟
か
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
清
顕
に
は
摘
子
が
な
く
、
娘

の
愛
姫
を
伊
達
政
宗
に
嫁
が
せ
、
二
人
の

間
に
出
来
た
子
に
田
村
家
を
継
が
せ
る
期

待
を
し
た
が
、
愛
姫
の
子
忠
宗
は
二
代
藩

主
と
な
り
、
次
男
宗
綱
は
栗
原
郡
岩
ケ
崎

三
万
石
の
主
と
な
っ
た
が
十
六
才
で
逝
去
、

三
男
竹
松
丸
も
七
才
で
逝
去
し
、
田
村
家

再
興
は
孫
（
忠
宗
の
子
供
）
に
託
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
承
応
二
年（
一

六
五
三
）
宗
良
が
田
村
姓
を
継
ぎ
、
岩
ケ

崎
に
千
貫
の
采
地
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。

　
宗
良
は
、
寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
仙

台
城
二
の
丸
で
生
ま
れ
幼
名
亀
千
代
と
言

い
、
や
が
て
志
田
郡
大
崎
郷
で
百
五
十
貫

の
采
地
を
与
え
ら
れ
、
鈴
木
和
泉
七
衛
門

の
苗
跡
を
継
ぎ
、
十
三
才
で
元
服
し
て
名

前
を
右
京
と
改
め
、
実
名
を
宗
良
と
し
た
。

こ
の
時
、
忠
宗
自
ら
冠
を
加
え
貞
家
の
刀

を
授
け
た
。

　
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
、
宗
良
に
田
村

の
姓
を
継
が
せ
、
栗
原
郡
三
の
迫
岩
ケ
崎

に
千
貫
の
采
地
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
の
あ

と
綱
村
家
督
相
続
に
あ
た
り
、
名
取
と
柴

田
に
三
万
石
の
分
地
を
受
け
て
大
名
格
に

列
せ
ら
れ
、
岩
沼
に
所
替
え
と
な
る
。

　
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
、
岩
ケ
崎
の
家

中
を
名
取
郡
岩
沼
に
移
し
、
延
宝
四
年（
一

六
七
六
）
に
初
め
て
岩
沼
に
入
部
し
た
。

延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
に
宗
良
公
は
江
戸

で
死
去
、
宗
永
公
が
家
督
を
継
い
だ
。

　
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
、
宗
永
公
は
磐

井
郡
一
関
に
所
替
え
と
な
り
、
天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
に
田
村
家
中
は
一
関
に
移
封

と
な
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
田
村
家
一
関
へ
の
移
封

に
つ
い
て
、
御
口
上
書
の
覚
え
を
紹
介
す

る
。

「
先
年
　
隠
岐
守
様
在
生
の
時
分
　
御
所

替
え
の
儀
仰
せ
上
げ
ら
れ
候
　
内
々
御

替
え
成
さ
れ
た
く
思
し
召
さ
れ
候
ら
え

共
　
其
元
様
兼
々
御
不
勝
手
故
只
今
迄

御
延
引
成
さ
れ
候

　
然
る
処
　
近
年
打
続
き
其
元
様
御
知
行

所
水
損
そ
の
上
去
年
以
来
の
不
作
に
付

い
て
御
行
当
た
り
成
さ
れ
候
　
当
御
参

勤
も
相
勧
め
ら
れ
が
た
き
旨
聞
こ
し
召

さ
れ
候

　
御
合
力
を
も
成
し
遣
わ
さ
れ
た
く
思
し

召
さ
れ
候
へ
共
　
隠
岐
守
様
御
代
よ
り

大
分
の
御
合
力
成
さ
れ
候
御
事
に
候
え

ば
左
様
に
も
成
さ
せ
ら
れ
ず
候
間

　
一
関
は
所
も
良
く
候
間
所
を
替
え
遣
わ

さ
れ
　
去
年
の
物
成
御
所
務
成
さ
れ
候

様
思
し
召
さ
れ
候

　
御
尤
も
に
お
い
て
は
　
公
儀
え
仰
せ
上

げ
ら
れ
る
べ
く
思
し
召
さ
れ
候
」

　
こ
う
し
た
事
か
ら
、
田
村
宗
永
（
建
顕
）

は
延
宝
九
年
所
替
え
の
御
沙
汰
が
あ
り
、

天
和
二
年
田
村
家
中
は
岩
沼
か
ら
一
関
に

移
封
と
な
っ
た
。

　
こ
の
時
藩
主
伊
達
綱
村
か
ら
所
替
え
の

支
度
金
と
し
て
五
千
両
下
賜
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
田
村
家
家
老
大
立
目
市
左
衛
門

が
御
礼
の
使
者
と
し
て
仙
台
城
に
赴
い
て

綱
村
に
謁
見
し
た
と
い
う
。

　

資
料
１
　
三
万
石
の
城
下
町

　
家
臣
も
増
え
、
新
た
な
家
中
屋
敷
が
必

要
と
な
り
桜
小
路
や
南
、
北
の
足
軽
町
、

職
人
町
と
し
て
片
町
が
つ
く
ら
れ
る
。

　

資
料
２
　
災
害
の
記
録

　
寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
一
六
七
二
）
の

六
年
大
風
、
八
年
に
地
震
と
冷
涼
、
九
年

蔵
王
噴
火
が
あ
り
延
宝
年
間
（
一
六
七
三

～
一
六
八
〇
）
の
二
年
降
雹
、
四
年
五
年

と
津
波
、
六
年
降
雹
、
八
年
暑
熱
、
九
年

旱
魃

　

資
料
３
　
三
万
石
の
内
訳

岩
沼
郷
、
三
色
吉
、
長
岡
、
志
賀
、
小
川

北
谷
地
、
南
谷
地
、
押
分
、
早
股
、
堀
内

本
郷
、
飯
野
坂
、
植
松
、
小
豆
島
、
笠
島

北
目
（
岩
沼
、
名
取
分
）

四
日
市
場
、
上
川
名
、
富
沢
、
入
間
田

葉
坂
、
入
間
野
、
舟
迫
、
成
田
、
小
成
田

海
老
穴
、
沼
部
、
関
場
、
薄
木
、
小
泉

村
田
、
芦
立
、
菅
生
（
柴
田
、
村
田
分
）

　

引
用
参
考
文
献

・
一
関
市
史

・
田
村
記
念
館

・
一
関
・
仙
台
藩
士
会

・
仙
台
藩
歴
史
事
典
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一
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玉
浦
の
岡
二
の
倉
に
大
同
屋
敷
と
称
す

る
古
い
屋
敷
が
あ
り
、
ま
た
早
股
の
高
林

寺
前
に
も
大
同
屋
敷
と
い
わ
れ
る
屋
敷
が

あ
る
。
さ
ら
に
名
取
市
下
増
田
に
も
大
同

屋
敷
と
称
す
る
屋
敷
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
を
は
じ
め

て
知
っ
た
の
は
、
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
）

に
『
仙
台
郷
土
研
究
・
第
一
巻
第
三
号
』
の

論
文
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
が
契
機
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
著
わ
し
た
の
は
、
元
東
北
大

学
教
授
小
倉
強
氏
（
当
時
仙
台
高
等
工
業

学
校
教
授
）で
、「
名
取
平
野
の
大
同
屋
敷
」

と
い
う
論
文
に
触
発
さ
れ
た
こ
と
が
初
見

で
あ
っ
た
。

　
岩
沼
・
名
取
両
市
に
ど
う
し
て
大
同
と

名
称
が
つ
く
屋
敷
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、

こ
れ
が
当
然
の
ご
と
く
長
く
疑
問
に
思
っ

て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
同
と
は
西
暦

八
〇
六
～
八
〇
九
年
ま
で
の
短
い
わ
が
国

の
年
号
で
あ
り
、
坂
上
田
村
麻
呂
に
ま
つ

わ
る
エ
ミ
シ
と
の
戦
い
と
、
そ
の
後
建
立

さ
れ
て
い
っ
た
県
内
各
地
の
観
音
堂
が
大

同
二
年
説
（
八
〇
七
）
を
と
っ
て
お
り
、
平

安
時
代
初
期
か
ら
つ
づ
く
屋
敷
？
あ
る
い

は
観
音
堂
？
な
の
か
と
い
う
思
い
を
い
だ

き
つ
づ
け
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
五
月
に
岡
二
の
倉
の

相
原
孝
志
氏
が
、
わ
が
家
は
今
年
で
開
創

一
二
〇
〇
年
目
を
迎
え
る
し
、
自
分
は
五

十
八
代
目
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
記
念
す
る

た
め
に
講
演
会
を
開
き
、
私
に
講
師
を
引

受
け
て
欲
し
い
と
の
話
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
こ
れ
に
関
す
る
根
本
資
料（
古
文
書
・

石
碑
な
ど
）
が
な
い
と
の
こ
と
で
お
こ
と

わ
り
し
た
が
、
相
原
氏
か
ら
わ
が
家
の
こ

と
は
取
上
げ
な
く
と
も
地
域
の
こ
と
を
話

し
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
止
む
を
得
ず

引
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
田
村
麻
呂
関
係
の
文
献
資
料
、

江
戸
期
の
押
分
村
、
早
股
村
関
係
の
も
の
、

民
俗
、
地
形
誌
、
宗
教
関
係
の
有
形
無
形

の
資
料
か
ら
「
玉
浦
・
岡
二
の
倉
の
歴
史
」

と
題
目
を
決
め
た
。

　
さ
て
、
講
演
の
こ
と
は
と
も
か
く
、
肝

心
の
大
同
屋
敷
と
い
う
名
称
が
い
つ
頃
か

ら
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
呼

称
は
岩
沼
の
玉
浦
界
隈
で
限
定
的
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
市
の
正
式
地
番
名
に
は
な

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
在
は

押
分
字
北
新
田
と
か
早
股
字
寺
南
な
ど
が

正
式
地
番
名
で
あ
る
。
小
倉
論
文
で
も
相

原
家
の
伝
承
と
し
て
、
坂
上
田
村
麻
呂
東

北
出
兵
の
時
に
こ
こ
に
観
音
堂
を
建
て
て

鎮
護
と
し
、
こ
こ
の
堂
守
の
守
護
と
し
て

住
み
つ
い
て
爾
来
千
年
余
を
閲
し
た
と
伝

え
て
い
る
。
言
い
伝
え
は
判
る
が
、
歴
史

的
考
察
か
ら
い
え
ば
、
他
の
証
拠
と
な
る

も
の
が
な
い
と
立
証
は
む
つ
か
し
い
。

　
次
に
視
点
を
変
え
て
、
こ
の
岡
二
の
倉

あ
た
り
は
地
形
的
に
見
る
と
海
抜
三
メ
ー

ト
ル
程
の
浜
丘
に
立
地
し
て
お
り
、
田
畑

が
現
在
は
広
が
っ
て
い
る
が
、
以
前
は
灌

木
の
森
林
、
あ
る
い
は
茅
葺
な
ど
が
存
在

し
て
い
た
地
域
と
草
地
の
専
門
家
は
話
し

て
い
た
。

　
つ
い
で
歴
史
的
考
察
に
入
る
が
、
種
々

の
文
献
か
ら
坂
上
田
村
麻
呂
の
東
北
出
兵

は
阿
武
隈
渡
河
、
あ
る
い
は
仙
道
か
ら
北

上
す
る
の
が
常
で
、
い
ま
の
岩
沼
あ
た
り

武
隈
の
地
を
歩
ん
だ
こ
と
は
考
え
ら
れ
、

こ
れ
に
従
っ
た
兵
士
の
一
部
が
こ
の
あ
た

り
に
駐
屯
し
永
住
し
た
と
も
想
像
さ
れ
る
。

こ
れ
は
源
頼
朝
の
平
泉
攻
め
の
恩
賞
と
し

て
封
土
さ
れ
た
鎌
倉
武
士
団
と
共
通
す
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
江
戸
時
代
に
入
り
寛
永
す
ぎ
に
な
る
と

川
村
孫
兵
衛
の
子
孫
が
封
地
さ
れ
、
こ
の

玉
浦
附
近
で
は
新
田
開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

押
分
村
の
元
禄
郷
帳
と
天
保
郷
帳
を
比
較

す
る
と
七
〇
石
程
の
増
加
が
見
ら
れ
、
江

戸
中
期
に
開
田
増
収
が
進
ん
だ
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
安
永
期
で
は
戸
口
百
二
十
六
を

数
え
る
農
村
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
な
か
に
大
同
屋
敷
の
相
原
家
な
ど

も
含
ま
れ
る
が
、
農
民
層
の
一
部
を
除
け

ば
苗
字
帯
刀
は
な
く
肝
入
な
ど
に
も
こ
れ

は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　
本
来
な
ら
ば
相
原
家
の
墓
地
、
墓
域
を

確
認
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
昭
和
五
十
年

以
降
の
大
規
模
圃
場
整
備
事
業
の
際
に
屋

敷
墓
を
は
じ
め
、
大
同
屋
敷
内
の
移
動
が

あ
り
、
小
倉
先
生
紹
介
時
の
家
屋
も
今
は

な
く
、
ま
し
て
文
献
も
見
当
ら
な
い
。
い

ま
の
菩
提
寺
と
墓
は
東
安
寺
と
恵
洪
寺
に

あ
り
、
こ
れ
を
種
々
確
か
め
た
が
不
明
な

こ
と
が
多
い
。

　
さ
ら
に
相
原
姓
の
起
源
ル
ー
ツ
に
も
踏

み
込
ん
で
調
べ
よ
う
と
思
っ
た
が
、
こ
れ

も
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
判
っ

た
。

　
以
上
、
か
い
つ
ま
ん
で
大
同
屋
敷
が
平

安
の
昔
か
ら
連
綿
と
続
い
て
き
た
も
の
か

は
、
余
り
に
も
判
断
材
料
が
少
な
く
、
伝

承
・
伝
聞
だ
け
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
現

実
が
あ
る
。
こ
れ
を
近
く
で
補
強
す
る
た

め
に
林
観
音
堂
も
資
料
が
な
く
、
『
封
内

風
土
記
』の
押
分
村
の
項
に「
大
同
二
年（
八

〇
七
）
に
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
」
と
の
文
が
あ
る
の
み
で
、
こ
れ

を
編
ん
だ
田
辺
希
文
は
何
か
ら
と
っ
た
も

の
か
も
記
さ
ず
、
恐
ら
く
は
伝
承
を
そ
の

ま
ま
に
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
林
や
小

林
と
い
っ
た
地
名
も
地
域
解
明
に
は
大
い

に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
ま
と
め
に
あ
た
る
が
、
大
同

屋
敷
の
大
同
は
『
古
く
か
ら
』
と
い
う
表
記

で
あ
っ
て
、
か
つ
て
は
数
軒
の
散
村
が
点

在
し
、
そ
れ
が
相
互
扶
助
的
に
大
同
と
い

う
名
称
を
使
っ
て
地
域
の
オ
ト
ナ
百
姓
的

存
在
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
、
と
い
う
見

解
を
私
は
持
っ
て
い
る
。
内
容
検
討
は
決

し
て
十
分
と
は
い
い
が
た
い
が
、
こ
の
地

で
連
綿
と
続
く
代
表
的
屋
敷
に
冠
し
た
呼

称
で
あ
る
と
理
解
し
た
い
。

　
多
く
の
地
元
の
方
々
と
協
力
し
て
、
多

方
面
か
ら
の
考
察
を
今
後
に
期
待
し
て
結

び
に
代
え
た
い
。

　
　
　
追
　
記

　
こ
こ
で
は
あ
え
て
相
原
家
の
名
誉
の
こ

と
も
あ
り
一
言
付
記
し
た
い
。
地
域
の
歴

史
は
そ
こ
に
住
む
人
々
に
よ
っ
て
築
き
上

げ
ら
れ
た
。
前
に
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
制

約
で
、
大
同
屋
敷
の
確
認
は
容
易
で
は
な

い
こ
と
も
取
上
げ
て
き
た
。

　
し
か
し
、
資
料
が
不
足
で
あ
り
な
が
ら
、

連
綿
と
継
承
し
続
け
て
い
る
そ
の
存
在
は
、

何
か
し
ら
の
有
形
無
形
の
財
産
を
後
世
に

遺
し
て
い
る
。
失
わ
れ
た
も
の
も
多
い
が
、

い
ま
現
代
に
生
き
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
、

先
人
の
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
、
次
の
世
代

に
何
を
伝
え
て
い
く
の
か
を
大
同
屋
敷
の

例
か
ら
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
伝
承
も
ま

た
財
産
な
の
で
あ
る
。

じ
　

ら
い

の
こ

つ
よ
し
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は
じ
め
に
、
な
ぜ
水
物
語
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
お
話
し
た
い
。
一
般
に
文

化
財
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、
有
名
な
正

倉
院
文
書
な
ど
の
古
文
書
、
法
隆
寺
・
東

大
寺
な
ど
の
神
社
・
仏
閣
や
姫
路
城
な
ど

の
有
名
な
古
建
築
物
、
仙
台
城
址
や
三
内

丸
山
遺
跡
な
ど
の
遺
跡
、
※

祭
（
有
形
・
無

形
の
も
の
を
含
む
）
や
伝
統
行
事
な
ど
が

あ
る
。
誰
に
で
も
わ
か
る
そ
の
よ
う
な
文

化
財
に
対
し
て
、
山
や
川
、
道
路
や
水
路

な
ど
も
大
事
な
文
化
財
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
無
条
件
で
全
て
の
山
や
川
、
道
や
水

路
な
ど
が
文
化
財
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
こ
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
ら
が
文
化
財
と
な

る
か
に
つ
い
て
、
序
章
と
し
て
少
し
お
話

を
し
た
い
。

　
身
近
に
あ
る
山
に
、
よ
く
神
社
が
あ
る

の
を
ご
存
じ
か
と
思
う
。
我
々
が
よ
く
知

っ
て
い
る
も
の
で
は
、
涌
谷
の
黄
金
山
神

社
・
蔵
王
町
宮
の
刈
田
嶺
神
社
（
又
は
白

鳥
神
社
）
な
ど
が
あ
る
。
刈
田
嶺
神
社
（
蔵

王
刈
田
岳
）
・
月
山
神
社
（
月
山
）
な
ど
の

よ
う
に
高
い
山
の
頂
に
あ
る
場
合
も
あ
る
。

さ
ら
に
は
奈
良
県
に
あ
る
三
輪
山
の
よ
う

に
山
全
体
を
ご
神
体
と
考
え
て
、
山
麓
に

鳥
居
を
祀
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
昔
か
ら
山
は
神
聖
な
霊
の
宿
る

と
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
、
昔
か
ら
多
く
の

人
々
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

　
ま
た
東
海
道
な
ど
の
よ
う
に
古
い
時
代

の
街
道
跡
が
現
在
も
形
を
変
え
て
使
わ
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
、
す
っ
か
り
寂
れ
て

夏
草
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
宮

城
県
南
部
を
通
る
東
街
道
は
そ
の
両
面
を

持
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
場
合
で
も
、
大

切
な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。

　
そ
し
て
又
、
白
石
の
舘
堀
川
や
沢
端
川

の
よ
う
に
お
城
の
堀
割
が
形
を
変
え
て
、

水
路
や
川
と
し
て
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
岩
沼
の
丸
沼
堀
は
現
在
は
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
塗
り
固
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は

岩
沼
要
害
の
堀
割
の
跡
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
昔
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
、
単
な
る

川
や
水
路
と
し
て
し
か
見
な
い
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。

　
こ
こ
に
い
ろ
い
ろ
な
例
を
あ
げ
て
述
べ

て
き
た
よ
う
に
、
我
々
の
身
近
に
あ
る
山

や
川
、
道
路
や
水
路
が
よ
く
調
べ
て
見
る

と
、
立
派
な
文
化
財
で
あ
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。
「
二
木
の
松
」
の
よ
う
な
史
跡
で

な
く
と
も
、
大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
は
我
々
の
身
近
な
所
に
も

っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
そ
ん
な
に
多
く
の
文
化
財
か

ら
あ
え
て
水
路
を
取
り
あ
げ
る
の
は
な
ぜ

か
と
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
事
情
に
よ
る
。

岩
沼
に
住
む
前
に
白
石
に
五
年
以
上
住
ん

で
い
た
が
、
こ
の
頃
、
水
に
興
味
を
持
ち

始
め
、
「
水
路
の
四
季
」・「
水
路
の
研
究
」・

「
水
車
よ
回
れ
」
な
ど
、
水
に
関
す
る
文
章

を
い
ろ
い
ろ
書
い
て
き
た
。
白
石
に
は
俗

に
「
白
石
三
白
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ

て
、
白
石
温
麺
・
白
石
和
紙
・
小
原
の
葛

（
又
は
生
糸
）
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
み

な
水
の
き
れ
い
な
白
石
な
ら
で
は
の
産
物

な
の
で
あ
る
。
和
紙
も
葛
も
水
で
さ
ら
す

こ
と
が
必
要
な
の
と
、
白
石
温
麺
は
昔
水

車
で
粉
を
ひ
き
作
っ
て
い
た
歴
史
が
あ
っ

て
、
機
械
化
さ
れ
て
便

利
に
な
っ
た
今
の
世
の

中
で
も
、
水
が
き
れ
い

で
あ
る
こ
と
に
こ
し
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
理

由
で
、
三
白
は
今
で
も

山
国
の
小
さ
な
城
下
町

白
石
を
代
表
す
る
産
物

と
な
っ
て
い
る
。

　
ふ
り
か
え
っ
て
、
岩

沼
に
は
「
白
石
三
白
」
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
産
物

が
な
い
。
か
つ
て
は「
紙

飴
」
な
ど
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
今
で
は

一
部
の
古
老
以
外
知
っ
て
い
る
人
が
少
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
白
石
川

上
流
の
白
石
に
対
し
て
、
阿
武
隈
川
下
流

の
岩
沼
が
誇
れ
る
も
の
は
同
じ
く
水
な
の

で
は
な
い
か
と
最
近
に
な
っ
て
思
う
よ
う

に
な
っ
た
。
岩
沼
も
水
と
実
に
深
い
つ
き

あ
い
を
し
て
き
た
土
地
で
あ
る
こ
と
が
、

少
し
調
べ
れ
ば
実
に
よ
く
わ
か
る
。
阿
武

隈
川
の
よ
う
な
一
級
河
川
が
町
の
そ
ば
を

流
れ
、
市
内
を
五
間
堀
川
が
貫
流
し
、
両

者
と
も
あ
の
有
名
な
貞
山
堀
と
合
流
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
あ
ゆ
ん
で
き
た
。
水

害
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
町
の
歴
史

を
川
を
除
い
て
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

先
に
あ
げ
た
岩
沼
要
害
の
堀
割
に
つ
い
て

も
い
ろ
い
ろ
お
話
し
た
い
こ
と
が
あ
る
。

以
上
あ
げ
た
よ
う
な
理
由
か
ら
、
岩
沼
の

水
物
語
を
書
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
岩
沼
の
水
の
話
を
ど
こ
か
ら
書
き
始
め

る
か
、
い
ろ
い
ろ
迷
っ
た
が
結
局
朝
日
山

公
園
の
荒
井
堤
か
ら
書
く
こ
と
に
し
た
。

興
味
の
わ
く
所
で
あ
る
が
、
と
う
に
紙
幅

は
つ
き
た
。
そ
の
詳
細
は
、
心
な
ら
ず
も

次
回
以
降
と
し
た
い
。

※
こ
こ
に
い
う
祭
に
つ
い
て
少
し
つ
け
加

え
る
と
、
そ
れ
は
祇
園
祭
や
高
山
祭
な

ど
の
よ
う
に
百
年
・
二
百
年
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
長
く
続
い
て
い
る
も
の
に
限

る
。
（
　
）
内
の
有
形
・
無
形
の
も
の
と

は
、
伝
承
・
儀
式
・
踊
り
の
型
な
ど
目

に
見
え
る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
を

全
て
含
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
こ
に
い
う
民
俗
資
料
と
は
、
先
に

あ
げ
た
二
つ
の
祭
で
、
具
体
的
に
あ
げ

る
と
山
車
が
そ
の
典
型
で
あ
る
が
、
そ

れ
に
付
随
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
し
物
―

高
山
祭
の
か
ら
く
り
人
形
は
有
名
―
や

道
具
・
服
装
な
ど
を
総
称
し
て
い
う
。

あ
ず
ま

ほ
り
わ
り

←五間堀川

丸沼堀→
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岩
沼
市
文
化
財
保
護
委
員 

森
田
　

恵
美
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は
じ
め
に

　
前
回
は
、
伝
馬
を
に
な
う
宿
駅
町
岩
沼

の
成
立
過
程
に
つ
い
て
書
い
た
。

　
宿
駅
町
の
重
要
な
任
務
は
伝
馬
で
あ
る

が
、
も
う
一
つ
、
宿
を
も
と
め
る
人
々
に

宿
泊
所
を
提
供
す
る
務
め
も
あ
っ
た
。
江

戸
時
代
は
じ
め
の
こ
ろ
の
岩
沼
の
宿
泊
所

の
ひ
と
つ
と
し
て
外
人
屋
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
。
岩
沼
の
本
陣
（
八
島
家
）
と
脇
本

陣
（
相
原
家
）
の
は
じ
ま
り
は
、
こ
の
外
人

屋
で
あ
る
。
普
通
の
旅
籠
と
は
い
え
な
い

が
、
旅
宿
の
町
岩
沼
を
代
表
す
る
宿
泊
所

で
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
こ
の
外
人
屋
、

と
く
に
本
陣
と
な
る
八
島
家
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
。

　

巡
見
使
の
下
向
と
岩
沼

　
外
人
屋
と
い
う
の
は
仙
台
藩
独
特
の
呼

称
で
、
他
領
の
本
陣
に
あ
た
る
、
と
考
え

て
い
る
人
が
多
い
。
し
か
し
、
外
人
屋
は

仙
台
藩
が
「
幕
吏
」
の
た
め
に
用
意
し
た
宿

泊
所
で
、
設
置
当
初
か
ら
他
領
大
名
の
本

陣
に
供
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
そ
の
設
置
の
契
機
は
、
三
代
将
軍
家
光

の
親
政
と
と
も
に
一
気
に
増
加
し
た
幕
吏

の
下
向
に
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
家
光

は
、
父
秀
忠
が
死
去
し
た
寛
永
八
年
（
一

六
三
一
）
、
大
目
付
制
度
を
発
足
さ
せ
、

諸
国
に
「
巡
見
使
」
を
派
遣
す
る
こ
と
に
し

た
。
み
ず
か
ら
を
全
国
の
支
配
者
と
自
覚

し
、
諸
大
名
領
の
民
政
に
も
重
大
な
関
心

を
抱
く
に
い
た
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
て
い

る
。

　
は
じ
め
て
巡
見
使
派
遣
の
通
告
を
う
け

た
と
き
、
諸
大
名
は
驚
き
、
領
内
の
道
路

の
修
築
や
宿
泊
所
の
設
営
な
ど
、
そ
れ
を

迎
え
る
準
備
に
奔
走
し
た
。
仙
台
藩
で
も
、

在
仙
の
奉
行
た
ち
が
白
河
以
北
の
諸
藩
の

動
き
を
み
な
が
ら
準
備
を
急
い
だ
ら
し
い
。

巡
見
使
は
三
人
一
組
で
あ
る
。
白
石
・
大

河
原
・
岩
沼
・
仙
台
に
「
御
宿
」
を
三
ケ
所

ず
つ
「
造
作
」
し
た
、
仙
台
よ
り
奥
へ
も
そ

の
と
お
り
「
造
作
」
を
申
し
つ
け
る
つ
も
り

で
あ
る
、
と
江
戸
に
い
た
政
宗
に
報
告
し

て
い
る
。

　
こ
の
と
き
の
巡
見
使
は
、
翌
寛
永
九
年

（
一
六
三
二
）
晩
秋
、
南
部
藩
か
ら
仙
台
領

に
入
っ
た
。
そ
の
順
路
は
南
部
藩
や
仙
台

藩
の
予
想
を
は
ず
れ
、
藩
庁
の
準
備
し
た

も
の
と
は
関
係
な
く
巡
回
し
た
。
仙
台
藩

に
は
、
効
率
よ
く
巡
回
し
た
い
と
い
う
理

由
で
地
図
の
提
供
を
も
と
め
た
だ
け
で
あ

っ
た
。
岩
沼
は
巡
見
使
の
順
路
と
な
っ
た

の
か
、
岩
沼
に
「
造
作
」
さ
れ
た
は
ず
の
三

ケ
所
の
宿
所
と
は
ど
こ
だ
っ
た
の
か
、
今

の
と
こ
ろ
わ
か
ら
な
い
。

　

上
使
の
来
仙
と
外
人
屋

　
政
宗
は
は
じ
め
て
の
巡
見
使
下
向
の
二

年
後
に
死
去
し
、
忠
宗
が
二
代
藩
主
に
な

っ
た
。
忠
宗
の
在
職
中
は
、
仙
台
藩
に
巡

見
使
が
下
向
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
な
い
。

替
り
に
と
い
う
の
か
、
忠
宗
が
帰
国
す
る

と
、
そ
の
後
を
追
う
よ
う
に
家
光
の
使
者
、

す
な
わ
ち
「
上
使
」
が
、
家
光
の
鷹
狩
り
の

獲
物
、「
御
鷹
の
鶴
」
を
持
参
し
て
来
仙
す

る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
忠
宗
代
計
七
回

七
人
の
使
者
が
来
仙
し
、
家
光
が
死
去
す

る
と
中
止
さ
れ
た
。
数
カ
国
を
経
歴
す
る

巡
見
使
と
は
異
な
り
、
仙
台
藩
主
そ
の
人

に
対
し
て
派
遣
さ
れ
る
将
軍
の
使
者
な
の

で
、
こ
れ
に
対
す
る
藩
の
気
遣
い
は
相
当

な
も
の
で
あ
っ
た
。
饗
応
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
送
迎
も
入
念
で
、
忠
宗
み
ず
か
ら
中

田
・
増
田
・
岩
沼
ま
で
出
向
い
た
。
送
迎

の
任
を
与
え
ら
れ
た
藩
士
は
遠
く
福
島
駅
、

八
丁
目
駅
ま
で
も
出
張
し
た
。

　
こ
れ
ら
上
使
の
仙
台
で
の
宿
泊
所
は
ど

こ
だ
っ
た
の
か
。
一
人
目
の
上
使
能
勢
小

十
郎
は
白
石
刑
部
宗
勝
宅
に
一
泊
し
た
。

二
人
目
の
上
使
荒
川
右
馬
助
は
、
そ
の
日

早
朝
、
前
夜
宿
泊
し
た
増
田
か
ら
「
仙
台

外
人
屋
」
に
着
き
登
城
、
夕
刻
外
人
屋
に

戻
る
と
そ
の
足
で
増
田
ま
で
行
き
、
そ
こ

に
宿
泊
し
た
。
『
伊
達
治
家
記
録
』
に
あ
る

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
初
め
て
外
人
屋
の

存
在
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ

以
後
七
人
目
の
上
使
ま
で
、
泊
・
不
泊
を

問
わ
ず
、
必
ず
「
外
人
屋
」
に
入
り
、
そ
こ

か
ら
「
御
鷹
の
鶴
」
を
持
参
し
て
登
城
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
人
屋
は
上
使
が

旅
装
を
と
き
休
息
し
正
装
し
て
仙
台
藩
主

に
将
軍
か
ら
の
下
賜
品
を
わ
た
す
中
継
所

と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
一

人
目
の
と
き
に
は
間
に
合
わ
ず
、
二
人
目

の
上
使
の
来
仙
、
す
な
わ
ち
寛
永
十
八
年

（
一
六
四
一
）
冬
ま
で
に
仙
台
藩
は
そ
れ
を

用
意
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
こ
の
外
人
屋
は
ど
こ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
二
人
目
の
上
使
荒
川
右
馬
助
は
「
歩

行
ニ
テ
登
城
」し
、
そ
れ
を
忠
宗
が「
御
門
」

で
出
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
で
、
仙
台
城
門

に
近
か
っ
た
の
で
は
と
推
測
さ
れ
る
。
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
）
作
成
の
『
仙
台
城
下

絵
図
』
に
、
大
町
の
町
頭
（
大
町
一
丁
目
）

に
「
外
人
屋
」
が
二
つ
な
ら
ん
で
描
か
れ
て

い
る
。
二
人
目
以
降
の
上
使
が
使
用
し
た

「
外
人
屋
」
は
こ
こ
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
こ
の
外
人
屋
は
幕
府
の
「
御

馬
買
衆
」
に
も
提
供
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

す
で
に
政
宗
の
こ
ろ
か
ら
最
上
、
秋
田
、

盛
岡
を
経
由
し
て
仙
台
に
至
る
馬
買
人
が

い
た
。
か
れ
ら
は
直
参
旗
本
、
二
人
一
組
で
、

仙
台
に
か
な
り
の
日
数
滞
在
し
、
城
中
で

饗
応
を
う
け
る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
城
下
に
は
ほ
か
に
も
外
人
屋
が
あ
っ
た
。

「
国
分
町
外
人
屋
」で
あ
る
。
天
和
元
年（
一

六
八
一
）、
南
部
藩
預
人
病
死
の
検
死
役
と

し
て
盛
岡
に
下
向
し
た
幕
吏
酒
井
八
郎
兵

衛
が
「
国
分
町
外
人
屋
」
で
休
息
し
長
町
駅

に
宿
泊
し
た
、
と
い
う
『
治
家
記
録
』
の
記

事
が
初
見
で
、
天
和
三
年
に
は
四
代
綱
村

が
東
照
宮
祭
礼
行
列
を
見
物
す
る
た
め
に

「
国
分
町
外
人
屋
へ
御
出
」
と
い
う
記
事
も

み
ら
れ
る
。
二
代
忠
宗
が
そ
の
最
晩
年
に

同
じ
行
列
を
国
分
町
検
断
屋
敷
で
見
物
し

て
い
る
か
ら
、
国
分
町
外
人
屋
の
設
置
は

忠
宗
死
後
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

大
町
の
外
人
屋
と
国
分
町
の
外
人
屋

　
大
町
に
あ
っ
た
「
外
人
屋
」
と
「
国
分
町

外
人
屋
」は
そ
の
役
割
に
違
い
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
大
町
の
外
人
屋
は
奥
州
街
道
と

は
離
れ
、
仙
台
城
と
目
と
鼻
の
先
に
つ
く

ら
れ
た
。
そ
れ
は
仙
台
城
を
訪
問
す
る
者

の
休
泊
所
と
し
て
良
い
立
地
で
あ
る
。
一

方
、
国
分
町
は
奥
州
街
道
沿
い
の
町
で
あ

る
。
仙
台
を
通
過
す
る
だ
け
の
貴
人
の
休

泊
所
と
し
て
適
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大

町
の
外
人
屋
を
利
用
す
る
幕
吏
は
必
ず
城

中
で
盛
大
な
饗
応
を
う
け
て
お
り
、
藩
に

は
「
外
人
屋
馳
走
役
」「
外
人
屋
賄
方
」
と
い

う
役
職
が
あ
り
、
そ
の
所
在
地
大
町
か
ら

は
、
領
主
御
用
と
し
て
「
賄
方
人
足
」
が
で

た
。
一
方
、
さ
き
に
み
た
「
国
分
町
外
人

屋
」
で
休
憩
し
た
酒
井
八
郎
兵
衛
は
、
仙

台
藩
士
の
送
迎
と
藩
主
か
ら
の
贈
品
を
受

け
て
い
る
が
、
饗
応
な
ど
は
な
く
、
ま
さ

に
仙
台
を
通
り
抜
け
た
だ
け
で
あ
る
。

　
外
人
屋
は
仙
台
の
ほ
か
、
岩
沼
・
中
田
・

角
田
・
丸
森
・
吉
岡
・
古
川
な
ど
に
あ
っ

た
が
、
そ
の
他
の
駅
に
も
設
置
さ
れ
た
可

能
性
は
あ
る
。
城
下
外
の
外
人
屋
は
国
分

町
外
人
屋
と
同
じ
機
能
の
外
人
屋
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
丸
森
の
そ
れ
は

阿
武
隈
川
水
運
の
要
所
水
沢
に
あ
り
、
設

置
さ
れ
た
時
期
も
遅
い
。
幕
領
米
輸
送
に

係
わ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

八
島
家
の
「
御
宿
御
用
」

　
八
島
家
に
は
自
家
の
「
御
宿
御
用
」
の
来

歴
に
つ
い
て
書
き
上
げ
た
も
の
が
あ
る
。

「
御
休
所
守
」
源
助
が
安
永
の
こ
ろ
に
（
一

七
七
〇
年
代
）
書
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
の
べ
る
。

①
正
保
年
中（
一
六
四
四
～
一
六
四
七
）よ
り

何
年
か
前
の
「
公
儀
御
馬
買
様
」
下
向
の

と
き
、
藩
が
外
人
屋
を
造
作
し
、
修
復

も
お
こ
な
い
、
八
島
家
は
藩
か
ら
扶
持

を
う
け
、
「
九
星
の
紋
付
麻
上
下
」
も
下

賜
さ
れ
、
「
御
宿
御
用
」
を
つ
と
め
た
。

②
田
村
氏
の
と
き
も
扶
持
を
う
け
て
い
た
。

（
注
･･
田
村
氏
が
伊
達
支
藩
三
万
石
の

大
名
と
し
て
岩
沼
を
支
配
し
た
と
き
）

③
貞
享
年
中
（
一
六
八
四
～
一
六
八
七
）
、

外
人
屋
は
「
御
吟
味
之
上
」
下
賜
さ
れ
、

自
分
の
外
人
屋
に
な
っ
た
。
以
後
修
復

も
自
分
持
ち
、
扶
持
も
も
ら
わ
な
く
な

っ
た
。

④
こ
の
外
人
屋
は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇

三
）の
火
事
で
類
焼
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
、
自
分
で
仮
屋

を
つ
く
り「
御
用
立
」し
て
い
た
と
こ
ろ
、

藩
の
方
で
修
復
を
加
え
「
御
仮
屋
」
と
し

た
。（
注
･･
五
代
吉
村
代
）

⑤
「
御
仮
屋
」
も
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に

焼
失
し
て
し
ま
い
、
明
和
六
年
（
一
七

六
九
）
に
藩
か
ら
現
在
の
「
御
休
所
」
を

作
っ
て
も
ら
い
（
注
･･
七
代
重
村
代
）
、

ひ
き
つ
づ
き
御
宿
御
用
を
勤
め
て
い
る
。

現
在
、
修
復
は
藩
で
し
て
く
れ
る
が
、

御
休
所
な
の
で
手
当
な
ど
は
な
い
。

⑥
現
在
ま
で
、
七
代
百
四
十
年
余
、
代
々

御
宿
御
用
を
勤
め
て
い
る
。

　
岩
沼
に
外
人
屋
が
つ
く
ら
れ
た
の
は
正

保
年
中
よ
り
以
前
、
と
い
う
こ
の
書
き
上

げ
か
ら
、
忠
宗
代
の
寛
永
年
間
と
推
定
し

が
い
じ
ん
　

や

ふ
　
ち

お
　

か
り
　

や

お
や
す
み
ど
こ
ろ
も
り

か
み
し
も



［７］

 ［７］ 

て
よ
い
だ
ろ
う
。
大
町
の
外
人
屋
と
そ
れ

ほ
ど
違
わ
な
い
時
期
、
あ
る
い
は
同
時
期

で
あ
っ
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
つ

く
ら
れ
た
の
は
幕
府
の
馬
買
衆
下
向
の
用

に
供
す
る
た
め
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

書
き
上
げ
た
当
時
の
八
島
家
の
記
憶
で
あ

る
。
家
光
の
上
使
派
遣
が
十
二
年
間
七
回

に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
ま
で
毎
年
ず
っ
と
つ
づ
い
た

御
馬
買
ば
か
り
が
記
憶
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
つ
づ
い
て
、
綱
村
代
に
、
吟
味
の
上
、

外
人
屋
が
下
賜
さ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
扶

持
も
無
く
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
藩

経
営
の
外
人
屋
の
い
く
つ
か
が
整
理
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
複
数
考
え

ら
れ
る
が
、
今
は
触
れ
な
い
。
八
島
家
は

下
賜
さ
れ
た
外
人
屋
部
分
も
利
用
し
て
宿

と
し
て
自
立
自
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
陣
と
い
う
呼
称
は
使
わ
れ
な
く
て
も
、

こ
れ
を
機
に
諸
大
名
の
御
宿
御
用
が
始
ま

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
下
賜
さ
れ
た
外
人

屋
が
焼
失
す
る
と
御
仮
屋
が
、
御
仮
屋
が

焼
失
す
る
と
御
休
所
が
、
貴
人
の
宿
泊
所

に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
と
し
て
藩
の
援
助
で

再
建
さ
れ
た
の
は
、
藩
が
八
島
家
に
既
成

化
し
て
い
た
本
陣
の
役
割
を
果
た
し
つ
づ

け
て
ほ
し
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　

外
人
屋
と
本
陣

　
仙
北
の
金
成
の
本
陣
の
成
り
立
ち
は
安

永
の
『
風
土
記
御
用
書
出
』
に
よ
っ
て
か
な

り
わ
か
る
。
岩
沼
本
陣
の
良
き
類
例
に
な

る
の
で
、
横
道
に
そ
れ
る
よ
う
だ
が
み
て

み
よ
う
。

　
金
成
の
本
陣
菅
原
家
は
四
代
目
助
兵
衛

の
と
き
か
ら
、
代
々
栗
原
郡
大
肝
入
を
勤

め
た
家
で
あ
る
。
綱
村
代
の
「
御
公
儀
御

目
付
御
下
向
」
の
と
き
、
そ
の
屋
敷
の
中

に
藩
が
御
座
間
、
御
湯
殿
、
御
閑
所
、
御

□
之
門
を
建
て
た
と
い
う
。
「
御
目
付
」
と

い
う
の
は
、
綱
村
が
二
歳
で
仙
台
藩
主
と

な
っ
た
と
き
か
ら
成
人
し
て
初
帰
国
す
る

ま
で
の
十
五
年
間
、
幕
府
が
派
遣
し
た
国

目
付
の
こ
と
で
、
二
人
一
組
で
、
半
年
間

仙
台
に
滞
在
し
て
い
る
あ
い
だ
領
内
の
巡

見
を
し
た
。
そ
の
巡
見
時
の
宿
泊
所
と
し

て
、
上
記
の
建
物
群
が
つ
く
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
外
人
屋
と
い
う
呼
称
は
で
て
こ
な

い
が
、
こ
れ
は
事
実
上
外
人
屋
で
あ
る
。

そ
の
後
、
綱
村
代
の
う
ち
と
思
わ
れ
る
が
、

五
代
助
右
衛
門
は
そ
れ
を
「
他
領
大
名
様

方
御
寓
所
」
に
す
る
よ
う
に
「
仰
渡
」
さ
れ

た
と
い
う
。
五
代
藩
主
吉
村
は
し
ば
し
ば

こ
こ
で
休
泊
し
て
お
り
、
六
代
文
左
衛
門

の
と
き
、
自
分
も
時
々
泊
ま
る
し
、
他
領

大
名
の
宿
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
回

に
か
ぎ
り
御
座
間
と
御
閑
所
を
修
復
し
て

や
る
、
残
り
の
と
こ
ろ
は
自
分
で
修
復
せ

よ
と
い
っ
て
小
萱
四
百
五
十
丸
、
雇
人
夫

五
百
二
十
人
（
注
･･
の
べ
人
数
で
あ
ろ
う
）

を
下
さ
れ
た
、
と
い
う
。
他
領
大
名
が
こ

れ
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
事
実
上
本
陣
で

あ
る
。
外
人
屋
か
ら
御
仮
屋
兼
本
陣
へ
転

換
し
た
こ
と
に
な
り
、
八
島
家
に
お
け
る

外
人
屋
か
ら
御
仮
屋
・
御
休
所
兼
本
陣
へ

と
い
う
過
程
を
想
像
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。

　
金
成
の
場
合
は
大
肝
入
で
あ
る
が
、
街

道
筋
に
大
き
な
屋
敷
地
を
構
え
て
い
た
の

だ
ろ
う
。
岩
沼
の
場
合
も
、
藩
が
外
人
屋

を
置
く
た
め
に
選
ん
だ
の
は
、
街
道
筋
に

大
き
な
屋
敷
地
を
も
つ
検
断
家
だ
っ
た（
注

･･
八
島
家
は
南
町
検
断
、
相
原
家
は
中
町

検
断
）
。
そ
の
大
き
な
屋
敷
地
内
に
御
座

間
以
下
の
建
物
を
造
作
し
、
幕
吏
の
宿
泊

用
と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
や
が
て
手
薄
だ
っ
た
参
勤
交
代
の
大
名

用
の
宿
所
を
積
極
的
に
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
な
り
（
四
代
綱
村
代
）
、

藩
命
に
よ
っ
て
、
外
人
屋
や
御
仮
屋
が
他

領
大
名
の
御
宿
御
用
を
つ
と
め
本
陣
業
務

を
に
な
う
に
至
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。
岩

沼
で
外
人
屋
が
そ
の
ま
ま
本
陣
、
脇
本
陣

に
な
る
の
は
、
外
人
屋
で
あ
っ
た
が
ゆ
え

に
最
初
か
ら
そ
の
施
設
と
格
式
を
備
え
て

い
た
か
ら
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

　
と
こ
ろ
で
、
『
岩
沼
市
史
』
六
九
七
頁
に

は
「
八
島
家
の
絵
図
」
が
載
っ
て
い
る
。
書

き
込
ま
れ
た
文
字
や
所
蔵
者
か
ら
、
天
保

ご
ろ
南
部
藩
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
南
部
藩
は
八

島
家
を
本
陣
と
し
て
お
り
、
屋
敷
ま
わ
り

を
省
略
し
、
そ
の
使
用
目
的
に
か
ぎ
っ
た

絵
図
を
つ
く
っ
た
も
の
ら
し
い
。
残
念
な

が
ら
こ
の
建
物
は
も
は
や
失
わ
れ
た
が
、

八
島
家
に
は
本
陣
時
代
の
名
残
を
示
す
見

事
な
櫓
門
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
貴
重
な

文
化
財
を
ぜ
ひ
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
と

切
に
思
い
な
が
ら
、
今
回
の
筆
を
置
く
こ

と
に
し
よ
う
。

　
一
月
二
十
六
日
は
第
五
十
四
回
文
化
財

防
火
デ
ー
と
定
め
ら
れ
、
文
化
財
を
火
災

震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
こ

の
日
を
中
心
に
毎
年
全
国
的
に
文
化
財
防

火
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
に
、
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造
建
造

物
で
あ
る
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、
貴
重

な
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と
か
ら
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
の
一
月
二
十
六
日
に
は
、
竹
駒
神

社
で
神
社
自
衛
消
防
隊
と
消
防
署
に
よ
る

合
同
消
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
随
身
門
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で

訓
練
が
開
始
さ
れ
、
自
衛
消
防
隊
が
可
動

動
力
ポ
ン
プ
で
消
火
に
あ
た
り
、
１
１
９

番
通
報
で
駆
け
つ
け
た
消
防
隊
員
も
実
際

に
放
水
を
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
関
係
者

は
、
大
切
な
市
民
の
文
化
財
を
守
ろ
う
と

真
剣
に
消
火
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
一
月
と
二
月
は
一
年
の
う
ち
、
火
災
が

多
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
文
化
財
所
有

者
だ
け
で
な
く
、
市
全
体
で
文
化
財
を
大

切
に
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
文
化
財
保
護
強
調
週
間
中
の
十
一
月
一

日
（木）
に
、
岩
沼
市
文
化
財
め
ぐ
り
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
市
民
二
十
三
名
の

方
々
と
市
内
の
文
化
財
を
見
学
。

　
当
日
は
、
竹
駒
神
社
を
は
じ
め
と
し
、

市
内
十
カ
所
を
文
化
財
保
護
委
員
の
阿
部

昭
平
氏
を
講
師
と
し
て
巡
り
ま
し
た
。

　
普
段
見
れ
な
い
竹
駒
神
社
馬
事
博
物
館

や
市
指
定
文
化
財
の
愛
宕
神
社
「
藍
づ
く

り
の
額
」「
米
づ
く
り
の
額
」
な
ど
を
見
学

し
、
参
加
し
た
方
に
は
大
変
好
評
で
し
た
。

　
今
年
も
文
化
財
保
護
・
普
及
の
一
環
と

し
て
文
化
財
め
ぐ
り
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
は
、
是

非
次
回
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
次
回
の
募
集
は
、
岩
沼
市
広
報
九

月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
今
回
見
学
し
た
と
こ
ろ
は
次
の

場
所
で
す
。

　
竹
駒
神
社
・
馬
事
博
物
館
～
渡
邊
庭
園
・

阿
武
隈
川
堤
防
～
鵜
ヶ
崎
神
社
～
金
蛇
水

神
社
～
貞
山
掘
～
弘
法
大
師
堂
～
林
観
音

堂
～
愛
宕
神
社
～
岩
誓
寺

説明風景

消火訓練の様子
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①
第
７
回
文
化
財
企
画
展
を
開
催
！

　
平
成
20
年
２
月
13
日
（水）
か
ら
20
日
（水）
の

８
日
間
、
市
教
育
委
員
会
主
催
で
第
７
回

文
化
財
企
画
展
を
ハ
ナ
ト
ピ
ア
岩
沼
研
修

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
７
回
目
と
な
る
今
回
は
、
「
城
と
宿
、

町
と
村
、
道
と
川
～
江
戸
時
代
の
岩
沼
の

様
子
～
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
企
画
し
、
仙

台
市
博
物
館
や
宮
城
県
図
書
館
な
ど
で
所

蔵
す
る
江
戸
時
代
の
岩
沼
の
古
絵
図
の
パ

ネ
ル
な
ど
を
作
成
し
、
当
時
の
町
の
様
子

を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
発
掘
調
査
で

の
出
土
品
や
、
市
民
か
ら
お
借
り
し
た
資

料
（
古
文
書
な
ど
）
を
展
示
。
特
に
現
在
の

中
央
通
り
の
一
部
の
所
有
者
名
が
記
載
さ

れ
た
「
町
囲
図
」
に
多
く
の
市
民
が
足
を
止

め
、
見
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
次
回
の
企
画

展
で
も
、
岩
沼

の
様
子
を
た
く

さ
ん
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

②
寄
附
・
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
こ
れ
ま
で
に
、
多
く
の
方
々
か
ら
民
具

や
農
具
な
ど
の
貴
重
な
文
化
財
等
の
寄
贈

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
寄
附
・
寄
贈
い
た
だ
い
た
物
件
は
、
文

化
財
の
保
護
や
普
及
啓
発
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

③
古
い
写
真
や
文
書
類
を
貸
し
て
く
だ
さ

い
！

　
昔
の
岩
沼
の
ま
ち
並
み
や
暮
ら
し
ぶ
り

を
撮
影
し
た
写
真
、
古
文
書
類
や
16
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
等
の
映
像
を
お
持
ち
で
す
か
？

例
え
ば
、
馬
市
や
貞
山
堀
等
の
風
景
の
写

真
な
ど
。

　
貴
重
な
文
化
財
資
料
と
し
て
、
市
民
に

紹
介
し
た
り
、
企
画
展
な
ど
で
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
お

持
ち
の
方
は
是
非
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

④
文
化
財
展
示
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　
文
化
財
展
示
室
が
ハ
ナ
ト
ピ
ア
岩
沼
に

あ
り
ま
す
。
春
期
は
市
内
で
使
用
し
た
農

具
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
お
越
し

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
皆
様
か
ら
の
文
化
財

等
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⑤
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
等
で
工
事
を
す
る

場
合
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
市
内
に
は
、
県
指
定
の
か
め
塚
古
墳
や

鵜
ケ
崎
城
跡
な
ど
、
遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財

包
蔵
地
）
が
56
箇
所
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
が
所
在
す
る
区
域
を
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
い
い
ま
す
。

　
文
化
財
保
護
法
第
93
条
第
１
項
の
い
う

「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
の
範
囲
内

で
遺
跡
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
住
宅
等

の
新
築
工
事
や
増
改
築
工
事
等
の
建
設
・

土
木
工
事
を
行
う
場
合
、
工
事
着
手
60
日

前
ま
で
に
同
法
に
基
づ
い
た
手
続
き
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
市
内
で
建
築
・
土
木
工
事
等
を

行
う
場
合
、
計
画
の
な
る
べ
く
早
い
段
階

で
事
業
計
画
地
が
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
の
範
囲
内
か
ど
う
か
及
び
そ
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
照
会
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
照
会
の
受
付
は
、
生
涯
学
習
課
又
は
文

化
財
展
示
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
照
会
の
際
に
は
、
照
会
地
点
の
所
在
、

照
会
地
点
の
位
置
が
分
か
る
住
宅
地
図
等

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
遠
方
等
の
理
由
で
直
接
窓
口
に
来
れ
な

い
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
に
よ
る
照

会
も
可
能
で
す
。

　
な
お
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
内
で
、
無

届
け
で
工
事
等
を
行
う
と
文
化
財
保
護
法

違
反
と
な
り
ま
す
の
で
、
土
地
の
所
有
者

や
施
工
業
者
の
方
々
は
十
分
ご
注
意
願
い

ま
す
。

　
工
事
中
に
新
た
に
遺
跡
と
認
め
ら
れ
る

も
の
（
土
器
・
石
器
等
の
出
土
、
古
墳
の

石
室
等
）
を
発
見
し
た
と
き
は
、
現
状
を

変
え
る
こ
と
な
く
、
定
め
ら
れ
た
様
式
に

て
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
文
化
財
だ
よ
り
第
七
号
に
関
す
る
ご
意

見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

岩
沼
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
五
七
三

文
化
財
展
示
室
（
ハ
ナ
ト
ピ
ア
岩
沼
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
　

―
　

四
七
八
七

メ
ー
ル
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